
　　　　

7 年 3 月 17 日

9 時 00 分から 18 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・定期的なバザーへの参加・出店
・誕生日会や季節ごとのイベント

家族支援
・家庭内での困りごとの聞き取りや面談などの相談支援。
・家族参加型の行事へのうながし。 移行支援

・各専門機関との連携及び情報共有。
・児童の将来についての悩みや困りごとについての相談支援。

地域支援・地域連携
・近隣の公園や道路の清掃活動。
・地域行事への積極的な参加。 職員の質の向上

・定期的な外部研修への参加
・常日頃から、支援内容や児童の環境について情報共有を密に行う。

支　援　内　容

・検温・体調の確認、児童に定期的に手洗いうがい講習を行うことで感染症対策、健康管理の意識を促し、睡眠などの助言を行うことで生活リズムを作り出せるように支援。
・おやつ選びの際におやつに価格を設定し、ルール（￥１００まで）を決めて金銭感覚を掴めるような環境づくり。
・活動を通して食事のマナー、衣類の着脱、ものづくりで使用する道具の使い方などの日常生活動作を学習できる環境を整え支援する。

・日常生活に必要な姿勢保持、体幹、筋力の維持向上のためダンス、マーカー・コーン等の器具を使い楽しく身体を動かせるような支援。
・ものづくりを通して、色彩感覚や細かい手先の感覚を養っていく。
・集団で行う活動を通して、規律を理解していけるような支援。

本
人
支
援

・制作活動において自主的に作業計画や制作期間を自ら設定することで、意欲向上や自主性を図っていく。
・おやつ作りを通して、分量の計測や作業工程の分担を行うことで自分の役割を理解しやり遂げる力を伸ばしていく。

・活動や日常を通して基本的な挨拶や、要求などが自発的に行えるような環境作りと支援。
・設計図を読み解く読解力とそれを相手に正しく伝える事ができる表現力を身につける取り組み。

・地域の行事に参加することで社会での自分の役割を理解し、他者との関わる機会を増やして行く。
・制作活動を通して、お互いの意見を尊重しつつ、アイデアの共有をすることで、協調性を身に着けていく。

支援方針 「ものづくり」を通して、なりたい自分を見つけ、自分の創造を形にし、自主性や発想力を伸ばす支援を行う。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 くらふとは「創造」と「想像」を形にすることを目標とし制作活動をメインに取り入れた支援を行いその中で一人一人の個性を大切にしています。

事業所名 放課後等デイサービス　くらふと 作成日　　令和支援プログラム


